
I 
 

目 次 

 
タイトル 執筆者 頁 

1. 修士論文におけるオートエスノグラフィー的手法に

よる効果と課題 

飯島陽良 

（津田塾大学大学院・博士前期/修士課程） 
1 

2. 地方からの大学進学に関する考察〈東京〉と呼ばれる

空間へのイメージに着目して 

市村望 

（一橋大学大学院・博士後期課程） 
3 

3. ｢ICT活用」の困難  

―教師が語るジレンマとローカルな「機能」に着目して― 
藤川寛之 

（名古屋大学大学院・博士後期課程） 
13 

4. 大卒就職活動の現代的展開 

―ポスト就職氷河期の就職活動を捉える― 

和藤仁 

（関西学院大学大学院・博士前期/修士課程） 
16 

5. 進路形成に関する、障害がある子どもと教師のかかわり

～特別支援学級のフィールドワークデータ分析～ 

金井明日香 

（東京大学大学院・博士前期/修士課程） 
19 

6. ｢アウトリーチ型学習支援」 
古居宗一郎 

（大阪大学大学院・博士前期/修士課程） 
24 

7. 母親の教育意識が子どもへのかかわり方に与える影響 
南部桂裕 

（北海道大学・学部生） 
30 

8. ニーズはいかにして生成されるのか 

   ―母語支援員の実践を事例に― 

山脇佳 

（中京大学大学院・博士後期課程 

日本学術振興会特別研究員） 

33 

9. 空間論やローカリズムに着目した研究の有効性と課題 
石橋大樹 

（東京大学大学院・博士前期/修士課程） 
38 

10. インクルーシブな学級を目指す教師の学級経営 
小田純也 

（筑波大学大学院・博士後期課程） 
40 

11. 無国籍生徒によるシティズンシップの実践としての

「進学」―タイの職業専門学校を事例に― 

舩橋唯介 
（東京大学大学院・博士前期/修士課程） 

42 

12. 教育格差に関する異なるフレーミングが格差への懸念

と解決志向に与える影響―サーベイ実験による分析― 

森坂太一 

（東北大学大学院・博士後期課程） 
44 

13. ｢フリースクールの属性と官民連携の関係性について

の考察―A市不登校支援連絡会に着目して―」 

新井寛規 

（佛教大学大学院・博士後期課程） 

 

51 

 

14. 大学からベンチャー企業へのトランジションに関する

教育社会学的研究 

荒島佳菜絵 

（お茶の水女子大学大学院・博士前期/修士課程） 
54 

15. 学校改革の『揺り戻し』現象の制度的要因 

―新制度論の視点からの分析― 

土屋駿太 

（名古屋大学大学院・博士前期/修士課程） 
59 

16. 探究学習の実践を支える現場の論理とその帰結 

―普通科改革に取り組む地方公立高校の事例から 

野中康生 

（神戸大学大学院・博士前期/修士課程） 
61 



M2 

1.

2024 2005~2009
2024

1000

2010
2023

2.
6

16



33.
2 1

2023

2

2024

17



6  

2010  

2024   
, 2024, 98.1% URL: https:/

/www.nikkei.com/article/DGXZQOUE1537I0V10C24A5000000/, :2025
1 15 . 

2023   

18



19



•

•

•

•

•
•

20



•

•

•

•

•

21



•

•

•

22



•

•

•

•

•

•

•

23



koisourode0813@gmail.com

24



1 2 3 4

2018

2021

2020

25



X NPO A
2015 1

B 2022 12 2024 2 NPO A 2019 12
2024 2

B 6 NPO A 3

2023 K
2023/12/08 13 45 15 15
2024/01/12 9 00 12 00 11 40 1 5 3
2024/01/19 13 45 15 15
2024/01/26 13 45 15 15
2024/02/02 13 45 15 15
2024/02/09 13 45 15 15
2024/02/16 13 45 15 15
2024/03/01 13 45 15 15
2024/03/08 13 45 15 15
2024/03/22 9 00 12 00 10 20 3 15 3

26



2024/07/24 

3
K

K
K

2024/05/24 

K

90 25

K

3 4

2024/09/20

27



NPO A 30 B

28



2020
.

 2017
58 2 pp.1-12

2018
103 pp.5-24

2018
22 pp.43-49

2018

65 2 pp.85-95
, 2021, 

, 88 , 4 pp.129-
140

29



2008

2018

2004

2016

2015

Wave2

Wave7 Wave2 1 4

4

4

Within Between

Allison 2022

Within

1

2

2 Within

30



31



SSJ

Wave1 7 2015-2021

Allison, Paul. D, 2009, Fixed Effects Regression Models, SAGE 2022 One 

Point   

2004

pp.167-184

2008

2018 76

pp.1-27

2016

pp.83-93

32



33



0 1 9 10 19 20 50 51
1,375 76.9 308 17.2 47 2.6 35 2.0 23 1.3 1,788 100

% 14 0.3 1,746 31.8 1,910 34.8 675 12.3 1,139 20.8 5,484 100

34



35



36



37



38



39



40



41



42



43


	バインダー2.pdf
	1 R2①_金井明日香100.pdf
	2 R2②_古居宗一郎印刷.pdf
	3 R2 南部桂裕_原稿_修正版 0430 50-100印刷.pdf
	5 R2⑤_山脇佳50.pdf

	バインダー3.pdf
	R3.石橋大樹_修正稿0430 50印刷72.pdf
	2 R3②_小田純也50印刷72.pdf
	R3舩橋唯介_revised 50印刷72.pdf
	5 R3③_森坂太一100.pdf

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



